この 「朝飯 も 食べません」 が 自分の 心 を 動かした。 

顔 を あげて 拝む ような 目 付 をした その 男の 有様 は、 と 

からだ おとがい 

見る と、 体軀の 割に 頭の 大きな、 下顎の 円く 長い、 何 

となく 人の 好 さそうな 人物。 日に 焼けて、 茶色に なつ 

て、 汗の すこし 流れた 其 痛々 敷い 額の 上に は、 たしか 

やきがね ぢ も 「、で 

に 落魄と いう 烙印が 押し あてて あった。 悲しい 追憶の 

情 は、 其 時、 自分の 胸 を 突いて 湧き上って 来た。 自分 

も 矢 張 その 男と 同じように、 饑と 疲労と で慄 えた こと 

あてど さまよ 

を 思 出した。 目的 もな く 彷徨い 歩いた こと を 思 出した _ 

恥 を 忘れて 人の 家の 門に 立った 時 は、 思わず 涙が 頰を 

つたつ て 流れた こと を 思 出した。 



御 経 を唱げ ると か、 または 尺八 を 吹く とか サご 

「どうも 是 という 芸は 御座いま せんが、 尺八なら す こ 

しひね くった こと も —— 」 と、 男 は 寂しそう に 笑い 乍 

ら 答えた。 

「むむ、 尺八が 吹け るね。 それ 見 給え、 そういう 芸が 

あるなら 売る が 可 じ やない か。 売るべし。 売るべし。 

無くて さえ 売ろうと いう 今の 世の中に、 有っても 隠し 

て 持って るなん て、 そんな 君の ような 人が ある もの か _ 

では 斯うす る さ —— 僕が 今、 君に 尺八 を 買う だけの 金 

を 上げる から 粗末な 竹で も 何でもい い、 一本 手に入れ 

て、 それ を 吹いて、 それから 旅 をす る、 という ことに 



た。 と 考えて、 自分の した こと を 二倍に して 喜んだ。 

五 月 —— 寂しい 旅情 は 僅かに 斯う いう こ とで 慰められ 

たので ある。 

しばらくして、 水汲みから 帰って来た 下女に 聞く と、 

その 男 は 自分の 家 を 出る と 直に 一 膳め しの 看板 を かけ 

た 飲食店へ 入った という。 其 時 自分 は 男の 言葉 を 思 出 

して、 「まだ 朝飯 も 食べません ご と、 繰返して 笑った。 

定めし 男の 方で も 自分の 言葉 を 思 出して 「説法 は 有難 

ひとりごと 

いが、 朝飯の 方が 尚 有難い ご とかなん とか 独語 を 言 

い 乍ら、 其 曰の 糧 にあり ついた ことであろう。 

( 一 九 〇 六 年 一 月 「芸苑」) 
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